
 

福井県ジュニアオープン選手権大会 

参加選手・保護者へのお願い 
注意事項 
 

◆ スタート時間の１０分前にはティグランドで待機いること。 

  （小学生は自分でカート付近までバックを運ぶこと。） 

◆ ラウンド時間 

① ハーフ２時間１５分 １ラウンド４時間３０分を目標とする。 

② 前の組との間隔があいた場合、走って移動すること｡(コースをあけない) 

◆ 昼食は湖コース軽食堂で用意します。食事後は座席周辺の整頓を必ず行うこと。 

◆ 携帯品について 

① 目土袋・傘は、各自で持参すること。 

② ラウンド終了後の目土の砂は最終ホールの目土箱に入れること。 

③ 飲みかけのドリンクは、流しに捨てペットボトルは、所定のゴミ箱に捨てること。 

④ 競技終了後のキャディバッグは、各自でキャディバッグ置き場に置くこと｡ 

◆ 倶楽部内のマナー 

① 通常営業のため、一般客の施設は使用しないこと。 

② ジーンズ・Ｔシャツ・スリッパ等は、倶楽部ハウス及びコース内において全て禁止

です。雨天時のみ、浴場を使用することができる。 

◆ 保護者の方に 

① コース内は 1番・10番のティグランド付近と 9番・18番グリーン付近のみ立ち入り

ができます。 

②  ジーンズ・Ｔシャツ・スリッパ等は、倶楽部ハウス及びコース内において全て禁止

です。クラブハウス内には必ず上着（ジャケット、ブレーザー）の着用をお願いしま

す。着用なき場合はクラブハウス内への入場をお断りいたします。 

※ 芦原ゴルフクラブは会員制のゴルフ場ですので、競技の結果のみを重視するので

はなく、マナーの徹底にご協力お願い致します。(一般客へのご配慮をお願い致

します｡) 
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令和６年度 熊谷カップ  

福井県ジュニアオープンゴルフ選手権 

受付場所 

 

◆選手、保護者はクラブハウスの立入は基本的に禁止。 

 下記地図の場所にて朝の受付をします。 

 

 

 

 

 

 

受付場所 

 

 

 

※受付にて参加費 5,000円をお支払いください。 

クラブハウス 



令和６年度（第１５回）
熊谷カップ　　福井県ジュニアオープンゴルフ選手権

令和６年５月５日(土・祝） 芦原ゴルフクラブ　湖コース

大学生の部 10番スタート 14 名

組 時間 氏名 学校名 氏名 学校名 氏名 学校名 氏名 学校名

1 8:04 青木　悠喜 福井工大 佐藤　未来乃 福井工大 松井　諒哉 福井工大 橋本　剛 福井工大

2 8:12 高宮　千聖 福井工大 曽山　正太郎 福井工大 角野　隆介 福井工大 美甘　漣音 福井工大

3 8:20 中嶋　太造 福井工大 松岡　翔眞 福井工大 永田　智之 福井工大

4 8:28 加藤　將 福井工大 工藤　僚 福井工大 松山　怜生 福井工大

高校男子の部 10番スタート 14 名

組 時間 氏名 学校名 氏名 学校名 氏名 学校名 氏名 学校名

1 8:36 加野　大葵 福井工大附属 佐藤　一幸 金沢学院附属 藤井　響 福井工大附属 光成　颯 福井工大附属

2 8:44 髙野　和也 福井工大附属 永井　友大 金沢学院附属 清本　貴秀 福井工大附属 柳川　藤次郎 福井工大附属

3 8:52 山田　龍輝 福井工大附属 中越　叶夢 金沢学院附属 八田　凱斗 福井工大附属

4 9:00 奥村　憲剛 福井工大附属 金城　慶二 福井工大附属 松山　茉生 福井工大附属

中学男子の部 10番スタート 6 名

組 時間 氏名 学校名 氏名 学校名 氏名 学校名 氏名 学校名

1 9:08 吉田　遼雅 福井工大附属 七澤　謙太 大門 三田村　星希 福井工大附属

2 9:16 和田　凱斗 南部 栗山　煌基 港 竹原　和司 福井大学附属

大学生女子・高校女子の部 1番スタート 19 名

組 時間 氏名 学校名 氏名 学校名 氏名 学校名 氏名 学校名

1 8:04 川端　涼香 福井工大 川端　雪菜 福井工大 竹内　ゆい 福井工大附属 江坂　実桜 福井工大附属

2 8:12 中村　好花 福井工大 中田　彩夏 福井工大 松岡　杏樹 福井工大附属 土屋　姫心 福井工大附属

3 8:20 服部　仁美 福井工大 三浦　悠雅 福井工大 山﨑　愛結 福井工大附属 信藤　希 福井工大附属

4 8:28 稲葉　千乃 福井工大 山際　はるか 福井工大 山中　麻由奈 金沢学院附属 柳谷　ひよ 福井工大附属

5 8:36 蟹江　美羽 福井工大 勝見　莉衣 金沢学院大附属 髙岸　花織 福井工大附属

中学女子の部 1番スタート 15 名

組 時間 氏名 学校名 氏名 学校名 氏名 学校名 氏名 学校名

1 8:44 木村　小梅 福井工大附属 杉野　あかね 伏木 藤田　乃衣 津幡南 廣瀬　心乃 安宅

2 8:52 加藤　亜 福井工大附属 橋場　心那 芳野 穴田　知咲 金沢錦丘 山中　望央奈 金沢学院附属

3 9:00 木下　紗菜 金沢学院附属 加藤　真央 福井工大附属 杉崎　希歩 大門 中田　蒼唯 丸内

4 9:08 杉浦　菜美 金沢学院附属 金岡　璃古 福井工大附属 瀬川　ちえり 辰口

小学生の部 1番スタート 14 名

組 時間 氏名 学校名 氏名 学校名 氏名 学校名 氏名 学校名

1 9:16 黒田　剛 磯部 堀井　慎生 南条 山口　緋彩 福井大学附属 新保　壮汰 東明

2 9:24 加茂野　斗煌 金沢市立安原 北川　美月 串 井出　翼 東陵 西川　ひかり 四十万

3 9:32 一川　樹里 南条 西川　菜々美 四十万 瀬川　すみれ 辰口

4 9:40 穴田　悠人 千代野 笠松　心晴 武生南 下口　羽奏 片山津
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福井県学生ジュニアオープンゴルフ選手権大会は R&A と USGAが制定したゴルフ規則と以下のローカル

ルールと競技委員会が追加または修正したローカルルールが適用されます。下記に参照するローカルル

ールの全文については「ゴルフ規則のオフィシャルガイド」を参照すること（www.jga.or.jp で閲覧可）。別途

規定されている場合、または適用規則が明示されている場合を除き、ローカルルールの違反の罰は：一般

の罰（２罰打） 

ローカルルール 

１．アウトオブバウンズ（規則１８.２） 

(a)アウトオブバウンズは白杭のコース側を地表レベルで結んだ線によって定められる。 

(b)アウトオブバウンズに止まったり、そのアウトオブバウンズを超えて止まった球は、他のホールではイン

バウンズとなるコースの別の部分に止まったとしてもアウトオブバウンズである。 

２．ペナルティーエリア（規則１７） 

(a)コース内の片側だけ定められているレッドペナルティーエリアは無限に及ぶ。 

(b)ペナルティーエリアがコースの境界縁に接している場合、そのペナルティーエリアの縁はその境界縁

まで及び、その境界縁と一致する。  

(c)ペナルティーエリアの縁がコースの境界(アウトオブバウンズの境界)と一致する地点をプレーヤーの

球が最後に横切ってからそのペナルティーエリアの中で見つかるか、そのペナルティーエリアの中

に止まったことが分かっている、または事実上確実な場合、ローカルルールひな型Ｂ－２.１に基づい

て反対側の救済を受けることができる。 

３．異常なコース状態（動かせない障害物を含む）（規則１６） 

(a)修理地 

1) 白線で囲まれ青杭で標示してある区域 

2) 張芝の継ぎ目；ローカルルールひな型Ｆ-７を適用する。 

3) パッティンググリーン上、あるいはフェアウェイの長さかそれ以下に刈ったジェネラルエリアの部分

にあるヤーデージ用にペイントされた線や点は修理地として扱われ、規則１６.１に基づく救済を受

けることができる。ヤーデージ用のペイントがプレーヤーのスタンスにだけ障害となる場合、障害は

存在しない。 

(b)動かせない障害物 

1) 白線の区域と動かせない障害物がつなげられている場合、一つの異常なコース状態として扱わ

れる。 

2) 動かせない障害物で囲まれている庭園区域とその中で生長しているすべての物は、一つの異常

なコース状態として扱われる。 
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3) ウッドチップやマルチ（木屑）などを表面に敷いた道路や通路。ウッドチップやマルチ（木屑）など

の個体はルースインペディメントである。 

4) Ｕ字排水溝はジェネラルエリアの一部として扱われ、ペナルティーエリアではない（例外：ペナル

ティーエリアとしてマーキングされている区域の中にあるＵ字排水溝）。 

5) 人工の表面を持つ道路に隣接しているＵ字排水溝はその道路の一部として扱う。 

6）電磁誘導カート用の２本の軌道はその全幅を持って１つのカート道路とみなす。そのカート道路上

に球がある場合や意図するスイング区域に対して障害が生じる場合は、規則 16.1ｂに基づく救済を

受けなければならない。一方カート道路上にプレーヤーのスタンスのみ障害が生じる場合はあるがま

まの状態でプレーするか、規則 16.1ｂの救済を受けるかどうかは、プレーヤーの選択である。 

４．不可分な物 

 次の物は不可分な物であり、罰なしの救済は認められない： 

(a)樹木や他の常設物に密着させてあるワイヤ、ケーブル、巻物。 

(b)ペナルティーエリア内にある人工的な護岸やパイリング（枕木等の構築物）。 

５．クラブと球の規格 

 (a)適合ドライバーヘッドリスト：ローカルルールひな型Ｇ－１を適用する。 

このローカルルールに違反するクラブでストロークを行ったことに対する罰：失格 

(b)溝とパンチマークの仕様：ローカルルールひな型Ｇ－２を適用する。 

 このローカルルールに違反するクラブでストロークを行ったことに対する罰：失格 

(c) 適合球リスト：ローカルルールひな型Ｇ－３を適用する。 

(d) ストロークを行うとき、プレーヤーはパターを除き４６インチの長さを超えるクラブを使ってはならない：

ローカルルールひな型Ｇ－１０を適用する。 

 このローカルルールに違反するクラブでストロークを行ったことに対する罰：失格 

６．壊れた、または著しく損傷したクラブの取り換え 

規則４.１a(２)は次のように修正される。 

ラウンド中(規則５.７a に基づいてプレーが中断されている場合を含む)にプレーヤーやそのキャディーが

損傷させたクラブは「壊れた、または著しく損傷した」場合にだけ取り換えることができる。この修正を除

いて、規則４.１a(２)は適用される。 

 ７．険悪な気象状況によるプレーの中断（規則５.７） 

次の信号がプレーの中断と再開に使われる： 

即時中断   － １回の長いサイレンまたはエアホーン 

中断      － ３回の連続する短いサイレンまたはエアホーン 
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プレーの再開 － ２回の連続する短いサイレンまたはエアホーン 

注意：危険な状況のためにプレーを即時中断する場合、すべての練習区域は委員会がプレーを再開

するまで閉鎖される。閉鎖された練習場で練習するプレーヤーには練習を止めるように勧告し、

それでも練習を止めない場合には失格となることがある。 

８．練習（規則５） 

(a)ラウンド前とラウンドとラウンドの間の練習（規則 5,2） 

規則 5.2bは次の通り修正する。 

プレーヤーは、ラウンド前やラウンドとラウンドの間に競技コースで練習をしてはならない。ただし、指定

練習区域を除く。  

(b)ホールとホールの間の練習（規則 5.5b） 

規則 5.5bを次の通り修正する：二つのホールのプレーの間、プレーヤーは次のことをしてはならない。 

・終了したばかりのパッティンググリーンやその近くで練習ストロークを行う。 

・終了したばかりのパッティンググリーンの表面をこすったり、球を転がすことによってパッティンググリー

ン面をテストする。 

９．移動 

プレーヤーは移動のための機器の使用を禁止する。ただし小学生の部のみコース間のカート使用を認

める。 

10．参加資格 

プレーヤーは各競技の「競技規定」で定められる参加資格の条件を満たしていなければならない。 

11．スコアカードの提出（規則３.３ｂ） 

プレーヤーのスコアカードは、プレーヤーの両足が所定のスコアリングエリアから出た時点で委員会に

提出されたことになる。スコアカードを提出する前にスコアリングエリアを離れる必要のあるプレーヤーは

スコアリングオフィシャルにその意思を告げなければならず、そしてすぐに戻らなければならない。 

12．タイの決定 

タイの決定方法は各競技の競技規定に定められるか、委員会により会場で公表される。 

13．競技の結果 ― 競技の終了 

本競技は競技委員長の成績発表をもって終了する。 

14．競技の成立 

本競技の競技者全員が規定のラウンドをホールアウトできなかった場合、競技成立について別途協議

するものとする。 



4 

15．委員会の裁定 

委員会はローカルルールを修正する権限を有し、すべての事柄について、この委員会の裁定は最終で

ある 

16．参加の取り消し 

委員会は競技中を含めいつでも、出場に相応しくないと判断したプレーヤーの参加資格を取り消すこと

がある。 

順位の決定方法について 

各クラスタイの順位が発生した場合はマッチング・スコアカードにより順位を決定する。 

①  

マッチングカードの方法は、ラウンド  のＩＮ９ホールズ（Ｎｏ10～Ｎｏ18）の合計スコア、６ホールズ（Ｎｏ13

～Ｎｏ18）の合計スコア、３ホールズ（Ｎｏ16～Ｎｏ18）の合計スコアの順で決定する。（ゴルフ規則付Ｉ（ｃ）11

ｂ（ｃ） 

②マッチングカードで順位が決定しない場合は、１８番からのカウントバックによって決定する。 

注 意 事 項 

◎ローカルルールに追加・変更のある場合は、掲示板・スタートホールのティーイングエリア付近に告示す

る。 

1. 委員会は競技中も含めいつでも出場に相応しくないと判断したプレーヤーの参加資格を取り消すこと

がある。 

2. プレーヤーにエチケット違反、または非行があった場合には制裁を受けることがある。また重大な非行

があった場合には規則 1.2aに基づいて失格とする場合がある。 

3. パッティンググリーンに著しく損傷を与えるシューズは使用禁止とする。 

4. クラブハウスの開場時間は午前６時とする。 

5. 練習は指定練習場で行い、打撃練習場下段のみとする。備え付けの球を使用し、スタート前の練習は

１人１コイン２５球を限度とする。 

6. ティーマーカーは大学高校中学男子 青色 、大学高校中学女子 白色、小学生 赤色 とする。 

7. プレー中は帽子（バイザー可）を着用すること。 

8. 芦原ゴルフクラブの服装規定（別紙）を遵守すること。服装規定に違反があった場合には、初回は注

意し、着替えてもらうことが望ましい。改まらない場合委員会は競技中を含めいつでも競技者の参加資

格を取り消すことができる。 

9. コース内では、緊急時以外携帯電話を使用しないこと。 

10. プレーの進行に留意し、先行組との間隔を不当にあけないよう注意のこと。プレーを不当に遅らせた

場合は、ペナルティを課す。 
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